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61.輿なる骨格務におけるj話役滋禦消去滋伎の比較
一電子スピン共鳴法のJ;5鰐の可能性・ SATプロジ
ェクト53-
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:銭的}人が駿3告を摂取しながら迷綴jするi浪1)、{本!人j

に{'.ti'役員愛繁が発生することはj授けられな¥"0運動と j合

性被紫iこ関する多くの研究は、織化ストレスや筑後{ヒ
ストレスの関連マ}カーから 生体i勾の鮫fヒストレス
状態やffC質変化能力を類推していたG 本研究では¥:."'f'託子
スピン共I!号法犯SR) を月3いた研究の~~…段階として、
収縮特性、代謝特性の異なる脅・筏務のiî~tL椴索H!J";l; i活
性をES誌をrnいて測定することによって、各管・絡鍛jの
活性厳禁a~去活性を比較すると共に、 ES誌の骨格筋へ
の応、mの可能性を検討することを践的としたむ
{方法)12;題齢のWistar系設整役ラット (n:::7) のヒラ
メ務、足農務、緋緩務、心筋、機織践を絡tHし、キサ
ンチンオキシダーゼ介在によるとポキサンチシ→キサ
ンチン反応、とキサンチン→絞殺反応のjf?!l殺で生じる
スーノfーオキサイド (02-) を DMPOでスピントラヅ
プし、 ESRを用いてDMPO悼 001-1のラジカ Jt，.を測定す
ることにより、検体の02向7~í去j毒性信ODiïrïl~むこ筏}?~)
を?H1jうをした。また、ヘム資自含撃として、ミオグロビ
ン (Mb)濃度を、ミトコンドリアの議:として、クエ
ン機合成務索 (CS)活性を求めた。
{結果および考察)ESRで溺?をされた02-H~i 去活性は、
心筋、とうメ務、横線族、勝腹筋深潜在I~、足政務、場11

n長筋表機部の~I買で潟鎮であった窃また、 O2- ~fj 去活性
とMbとの!渇 (r:::O.627 ， pく0.01)に、そしてcsr活性と
のj埼 (r=O.72:1.pく0.01) に有意な松関関係が認めら
れた器 本研究で確認された02臼消去活性の潟かった
務は、これまでにSODやグルタチオンなどの銃自変化解
禁/物質が多いと議われている筋であり、これまでの
生化学的ヂータを支持したむまた、抜高変化酵素/物援
の徐c"'nij(ま、 ミトコンドリアの援や野手索活性がi匂く、
有酸素的代謝能力iこ優れる…方、おいOz'"?持去活性を
有し、務総胞を活性殺繁から自衛していることが推察
された。また、鉄は活性酸素の発生に関与することが
綴織されており、特にヘム議自(本実験では~，lb) は
その事に関わる可能性も近年指摘されている;:;O2-7持
去活性と Mb合畿との関係については、そうした背祭
の間接的迩拠かも知れないc ヘム蛍自と活性殺素との
関係については、今後の研究課題であると考えられる。
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